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横浜災害ボランティアネットワーク会議 

平成２９年度事業報告 
 
【横浜災害ボランティアネットワーク会議基本方針】（H28～H30） 

1)横浜市災害ボランティア支援センターの組織体制の構築 

2)区災害ボランティアネットワークの支援 

3)各機関との連携強化 

4)災害時のボランティア活動啓発 

5)災害情報等の収集・提供及び情報システムの構築 

6)横浜災害ボランティアネットワーク会議の組織体制の強化 

 

【平成29年度実施事業】 
1)横浜市災害ボランティア支援センター（以下、市災ボラ支援センター）の組織体制の構築                                        

①市・区災害ボランティアセンター設置訓練の同時開催 

  市災ボラ支援センターの立ち上げ訓練を実施しました。また、各区災害ボランティアセ

ンター（以下、区災ボラセンター）の立ち上げ情報を市災ボラ支援センターのホームペー

ジに訓練用として掲載し、情報発信を行いました。 

 

日 時 平成30年2月10日(土) 13：00～16：00 

会 場 横浜市健康福祉総合センター 8階 大会議室8F 

参加者数 8名 

内 容 

・各区災ボラセンターと市災ボラ支援センターとの情報伝達の訓練 

・市災ボラ支援センターと横浜市市民局との防災無線での連絡訓練 

・各区災ボラセンター立ち上げ状況について情報集約 

（トランシーバー使用） 

・市災ボラ支援センターホームページへ立上げ状況の情報掲載 

 

②災害ボランティアセンター災害図上訓練（DIT）の実施 

地域の防災力の向上のために、会員が地域住民に対してDIG（ﾃﾞｨｸﾞ：Disaster  

Imagination  Game）を指導できることを目的として講師を招き、トレーニングであるDIT

（ﾃﾞｨｯﾂ：Disaster Imagination Training）を実施。今回は金沢区をモデルに訓練をしま

した。 

また、図上化された被災状況のもと、災害ボランティアセンターの立ち上げ場所を検討

し、区災ボラセンターの設置検討にあわせて、市災ボラ支援センターの設置訓練も行いま

した。 

    

日 時 平成30年2月10日(土) 13：00～16：00 

会 場 横浜市健康福祉総合センター 8階 大会議室8A・8B 

第１号議案 
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参加者数 60名 

講師 NPO法人神奈川災害ボランティアネットワーク 

内 容 

・各区災ボラセンターと市災ボラ支援センターとの情報伝達の訓練（

トランシーバー使用） 

・グループ毎に災害図上訓練（DIT）の実施 

・災害ボランティアセンターの設置場所の検討  

  

③市域団体との連携 

災害時の活動拠点となる市災ボラ支援センターの設置・運営に関わる連携について、 

横浜市市民活動支援センターと協議を行いました。 

 

2)区災害ボランティアネットワーク（以下、区災ボラネット）の支援                                 

   ①区災ボラネット連絡会の開催 

災害時における各区災ボラネットの横のつながりをつくることを目的に、市内18区を

近隣区ごとにA～Dの4ブロックに分けて年2～3回、連携や課題の共有等を行いました。 

 

Aブロック：鶴見区、神奈川区、西区、中区、南区 

     第１回 日時：平成29年4月19日（水）18:00～ 

         場所：神奈川区福祉保健活動拠点 

         内容：災害図上訓練 等 

 

   第２回 日時：平成30年2月13日（火）18:00～ 

         場所：横浜市健康福祉総合センター8階 大会議室8F  

         内容：災害時の医療・保健現場の声を聞く（研修）  

 

 

   Bブロック：港南区、磯子区、金沢区、戸塚区、栄区 

     第１回 日時：平成29年6月20日（火）18:30～ 

         場所：栄区福祉保健活動拠点 

         内容：ニーズの把握について、地域防災拠点との連携状況について 等 

 

   第２回 日時：平成29年10月17日（火）18:30～ 

         場所：港南中央地域ケアプラザ 

         内容：災害ボランティアセンター運営オリエンテーション（訓練） 

   

     第３回 日時：平成30年2月20日（火）18:30～ 

         場所：磯子区福祉保健活動拠点 

内容：災害時における市災ボラ支援センター及び各区災ボラセンターとの 

連携協力について 

       

   Cブロック：保土ケ谷区、旭区、泉区、瀬谷区 

     第１回 日時：平成29年6月27日(火)10:00～ 

         場所：保土ケ谷区福祉保健活動拠点 

         内容：各団体の取組み紹介と情報共有 
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     第２回 日時：平成29年9月13日(水)14：00～ 

         場所：泉区福祉保健活動拠点 

         内容：各団体の取組み紹介と情報共有 

 

第３回 日時：平成29年12月12日（火）10:00～ 

         場所：旭区福祉保健活動拠点 ぱれっと旭 

         内容：各団体の取組み紹介と情報共有 

 

 

   Dブロック：港北区、緑区、青葉区、都筑区 

    

   第１回 日時：平成29年5月12日（金）18:30～ 

       場所：港北区福祉保健活動拠点 

       内容：災害ボランティアセンターの情報発信 

 

第２回 日時：平成29年11月26日（日）10:00～ 

       場所：港北区福祉保健活動拠点 

         内容：災害ボランティアセミナー 

～常総市災害ボランティアセンターから学ぶ～ 

 

②ブロック別区災ボラネット連絡会への助成 

  隣接区等の区域を越えた災害に向けた連携強化をはかるための市内18区をＡ～Ｄの４ 

ブロックに分けたブロック別連絡会において、助成金要綱を制定し、助成しました。 

 

申請件数 1件、助成件数 1件（30,000円） 

ブロック：Aブロック連絡会 

日時：平成30年2月13日（火）18:00～ 

       場所：横浜市健康福祉総合センター8階 大会議室8F 

       内容：災害時の医療・保健現場の声を聞く（研修） 

       講師：市立みなと赤十字病院看護師 宮本美沙 氏 

 

 ③各区災ボラネット活動情報のとりまとめ 

区における「災害ボランティアネットワーク組織に関する調査」について、市民局と連携

して実施し、情報を集約しました。 

 

④災害ボランティア用名札シールの配布 

   各区シミュレーション等および市災ボラ支援センターで活用 

するための災害ボランティア用名札シールを増刷しました。 

    増刷数：2,300枚 

 

 

3)各機関との連携強化                               

   ①市及び区での協定書・マニュアルの整備や資機材等の配備の円滑な促進 

現在の市災ボラ支援センター設置・運営マニュアルで定めている「災害ボランティア

【名札シール】 
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センター立ち上げ状況報告書」について、平成28年度に実施した市災ボラ支援センター

の立ち上げ訓練での意見を参考に、様式の修正の検討を運営委員会にて行いました。 

 

 

   ②市域を越えた連携の強化 

市域を越えた団体との連携や情報交換等を目的として、県・他都市社会福祉協議会と

の連携をすすめました。 

 

○神奈川県災害ボランティアネットワーク理事会・運営委員会に参画 

     開催回数：理事会 5回、運営委員会 9回 

     場所：神奈川県民センター 

     内容：課題別委員会について、各ブロック別研修会について、 

        各種防災訓練について、新規加入団体について、他団体との連携について 等 

 

○第38回九都県市合同防災訓練への参加 

     日時：平成29年9月1日（金）9:00～12:30 

     場所：小田原市酒匂川スポーツ広場 

     内容：平成29年度災害VC設置訓練参加、運営スタッフとしての参加・課題の検証 等 

 

 ○震災対策技術展への参加 

     日時：平成30年2月8日（木）、9日（金） 

     場所：パシフィコ横浜 

     内容：横浜災害ボランティアネットワーク会議 活動紹介、活動報告展示等 

 

   ③各区開催の講座・研修等における講師協力 

○神奈川手話通訳問題研究集会 

     日時：平成29年7月23日（日）13:00～16:00 

     場所：横浜ラポール 

     内容：第3分科会 災害について考える（避難所運営ゲーム（HUG）） 

 

    ○横浜市社会福祉協議会 福祉ボランティア・市民活動部会 

日時：平成29年11月8日（水）9:30～12:00 

     場所：横浜市健康福祉総合センター 

     内容：避難所運営ゲーム（HUG） 

     

 

4)災害時のボランティア活動の普及啓発                            

 ①会員向け研修会の開催 

   平成29年度総会開催前に、会員向け研修会を開催しました。 

   

日  時 平成29年6月15日(木) 18：30～19：30 

参加者数 64名 

講  師 危機管理教育研究所 危機管理アドバイザー 国崎 信江氏 
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内  容 

「災害時における女性やこども等要支援者のボランティアニーズとは」 

熊本地震での支援活動において、避難所の運営支援や環境改善、保育園

や幼稚園の早期再開支援について報告。避難所におけるトイレ設置の工

夫など犯罪に巻き込まれやすい女性や子ども目線に立った様々なヒン

トをお話いただきました。 

    

②支援者向けコーディネートスキルアップ研修の開催 

災ボラセンターの運営に関わる方々(行政・社協・区災ボラネット・市災ボラ会員等)

を対象に、災害ボランティアコーディネータースキルアップ研修会を実施しました。 

日  時 平成29年11月13日(月) 18：30～20：30 

参加者数 
76名 

（行政：18名、社協・災ボラ：45名、その他：13名（一般、市外から等） 

講  師 
Nukiito（ぬきいと） 

代表 髙山 弘毅 氏 

内  容 

「受援力を高めるために！ 

～地域に寄り添った災害ボランティアセンターとは～」 

・災ボラセンターを立ち上げる上で必要な地域の視点 

・災害ボランティアを受け入れる側（地域）の実際の声 

・地縁でない団体との関わり 

・地域に寄り添う災害ボラセンターになるために、どのようにニーズを聞

き取ればいいか など 

これまでの実体験に基づいた災ボラセンターへの支援の様子や、日頃も 

災害時も地域の在り様をきちんと捉えようとすることの大切さなどをお

話いただきました。 

 

③FMヨコハマ『Lovely Day』取材協力 

日程：平成30年１月17日（木） 

内容：災害ボランティアや、災害ボラセンターの機能、横浜災害ボランティアネット 

ワーク会議について紹介されました。 

 

  5)災害情報等の収集・提供及び情報システムの構築                                  

   ①会報「NEWS LETTER」の発行 

横浜市との協働事業として、会報を発行しました。 

装丁： A4版 2色 4ページ 

発行部数： 2,500部×3回 

発行時期：平成29年10月(No.58)、平成30年2月(No.59)、平成30年3月(No.60) 

内容： 

【No.58】・横浜災害ボランティアネットワーク会議 平成29年度総会および会員向 

け研修会報告 

         ・横浜災害ボランティアネットワーク会議会員紹介 

・区災ボラネット ブロック別連絡会について 

・会員募集案内 

     【№.59】・平成29年度コーディネータースキルアップ研修会について 

         ・横浜災害ボランティアネットワーク会議会員紹介 
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・区災ボラネットBブロック研修報告 

・震災対策技術展出展報告 

【No.60】・平成29年度図上シミュレーション訓練報告 

         ・横浜災害ボランティアネットワーク会議会員紹介 

・平成29年度区災ボラネット ブロック別連絡会報告 

・FMヨコハマ取材報告 

 

   ②横浜災害ボランティアネットワーク会議ホームページの運営 

 横浜災害ボランティアネットワーク会議ホームページにて、災害ボランティアに関 

する研修や運営委員会の議事録などの情報提供を行いました。 

 更新回数：9回 

         

 

  6)横浜災害ボランティアネットワーク会議の組織体制の強化                           

    年間 9回の運営委員会において、横浜災害ボランティアネットワーク会議が災害時に 

有効に活動できる組織になるべく、区災ボラネットと市災ボラネットとの役割等につい 

て検討を行いました。 
 
 

7)その他                                    

①平成29年度 総会 

日 時 平成29年6月15日(木) 19：40～20：35 

会 場 横浜市健康福祉総合センター 8階 大会議室8A・8B 

参加者 参加会員35組（委任状：28組）  

内 容 

第 1号議案 平成28年度事業報告について 

第 2号議案 平成28年度決算報告について 

監事監査報告 

第 3号議案 平成29年度事業計画(案)について 

第 4号議案 平成29年度収支予算(案)について 

 

 

 

②横浜災害ボランティアネットワーク会議 運営委員会 

 

委 員 計15団体：別紙 運営委員一覧参照 

事務局：横浜市社会福祉協議会 

オブザーバー：横浜市市民局市民活動支援課 

横浜市市民活動支援センター  
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主 な 

議 題 

第1回 平成29年4月24日(月) 

 ・平成29年度 総会及び会員向け研修会について 

 ・平成29年度事業計画および平成29年度予算について 

 ・横浜市災害ボランティア支援センター設置・運営マニュアルについ

て 等 

第2回 平成29年5月30日(火) 

 ・平成29年度 総会及び会員向け研修会について 

・平成28年度事業報告および平成28年度決算について 

・平成29年度事業計画および平成29年度予算について 

・横浜市災害ボランティア支援センター設置・運営マニュアルについ 

て 等 

第3回 平成29年7月3日(月) 

 ・平成29年度総会および会員向け研修会の振り返り 

・支援者向けコーディネートスキルアップ研修について 

・今年度の課題について 

・運営委員会の持ち方について 

 ・NEWS LETTER 掲載記事について 等 

第4回 平成29年8月31日(木) 

 ・ブロック別連絡会 助成要綱の検討について 

 ・支援者向けコーディネートスキルアップ研修について  

・NEWS LETTER 掲載記事について等 

第5回 平成29年10月6日(金) 

 ・支援者向けコーディネートスキルアップ研修について 

 ・NEWS LETTER 掲載記事について 

 ・特別会計管理および運営規程について 等 

第6回 平成29年11月24日(金) 

 ・支援者向けコーディネートスキルアップ研修について 

 ・今年の事業の進捗について 

 ・災害ボランティアセンター図上シミュレーション訓練および市・区

災害ボランティアセンター設置訓練同時開催の検討 等 

第7回 平成29年12 月6日(水) 

 ・図上シミュレーションおよび市災害ボランティア支援センター、 

区災害ボランティアセンター合同立上げ訓練について  

 ・市域団体との連絡会について 等 

第8回 平成30年1 月12日(金) 

 ・新入会希望の団体について 

 ・災害ボランティアセンター図上シミュレーション訓練および市・区 

災害ボランティアセンター設置訓練同時開催の検討  

・NEWS LETTERの発行内容について 等 

第9回 平成30年3 月6日(火) 

 ・図上シミュレーション訓練実施後振り返り 

 ・横浜災害ボランティアネットワーク会議特別会計管理および運営規

程について 

・平成30年度実施事業について 

・NEWS LETTERの発行内容について 等 
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8)会員状況                         （平成30年3月31日現在） 

 

 

 

 

      ＊平成28年度末会員数：93組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個 人 会 員 12   人 

団 体 会 員 83 団体 

合計会員数 95   組 



議案 1－9 

 

横浜災害ボランティアネットワーク会議 運営委員(団体) 

平成29年度 

所属 氏名 

公益財団法人横浜ＹＭＣＡ 小林 一郎 

ガールスカウト横浜市連絡協議会 梅田 啓子 

神奈川県生活協同組合連合会 丸山 善弘 

公益社団法人横浜市身体障害者団体連合会 平井 晃 

ボーイスカウト横浜市連合会 宮崎 弘一 

鶴見区災害ボランティアネットワーク 河西 英彦 

南区災害救援ボランティアネットワーク 高松 清美・山片 悟 

港南区災害ボランティアネットワーク 井出 恵章 

保土ケ谷区災害ボランティアネットワーク 川名 秀明 

磯子区災害ボランティアネットワーク 小原 茂 

金沢区災害ボランティアネットワーク 外山 薫 

港北区災害ボランティア連絡会 白井 保・宇田川 規夫 

とつか災害救援活動ネットワーク 宮川 靖司 

泉区災害ボランティア連絡会 乾 英昭 

瀬谷区災害ボランティアネットワーク 篠 康房 

事務局：社会福祉法人  横浜市社会福祉協議会 

オブザーバー：横浜市 市民局 市民活動支援課 

        横浜市市民活動支援センター 


